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なつのあるひ，ひとりのおんなのこがうまれました。るりかけすがだいすきだ
ったおかあさんは，そのこに「るり」というなまえをつけました。
るりちゃんは，すくすくと，そだっていきました。かわいくて，うたがだいす

き。あまみのしまうただってうたえます。
あるひ，るりちゃんは，おかあさんとけんかをしてしまいました。

「るりちゃん，るりちゃんうるさいなあ。そんなにガミガミいわないでよ。そん
なにるりちゃんてよぶのなら，わたしはるりをやめる 」。

「それならどうするの 」。
「るりをやめてるるになる 」。
「でも，ここのおうちのこは，るりちゃんよ 」。
「そんなら，いえでしてやる 」。
るりちゃんは，とうとううちをとびだしてしまいました。

， 。 ，るりちゃんは こうえんのちかくをあるいていました するとへいのところに
。 ， 。ちいさなひみつのとびらがあったんです るりちゃんは とびらにきづきました

， 。このとびらは じぶんがいきたいとおもったところにつうじるまほうのとびら
「これはなにかな 」。
るりちゃんは，とうとうとびらをあけてしまいました。
とびらをあけると，そこはきれいなもりでした。そのもりをながめていると，

るりちゃんのところに，いちわのあおいきれいなとりがとんできました。
「ぼくのなまえは，るりかけすのるりい。きみはだれ 」。
「わたしはるり 」。
「どうしてここにきたの 」。
「じつはわたし，こうえんのちかくでとびらをみつけたの。ふしぎにおもっては
いってみると，ここへまよいこんだの 」。

「そんなら，ぼくたちのもりであそんでいけばいいじゃないか 」。
「ギャーギャー 」。
るりいはおおごえでさけびました。すると，もりのどうぶつたちがいっせいに

でてきました。
。 ， 。あかしょうびんにあまみのくろうさぎ あおだいしょうやら はぶもいました

「すごーい。こんなもり，はじめてみたわ 」。
るりいは，なかまといっしょにあそびはじめました。

「るりちゃんもおいでよ 」。
るりいがいいました。
まず，はじめに，るりかけすとあかしょうびんがダンスをしました。あかとあ

おのはねが，とてもきれいです。
「すてき 」。
るりちゃんは，おおきなはくしゅをしました。



つぎは，あまみのくろうさぎのあなほりきょうそうです。くろうさぎは，いそ
がしそうにつめをたててあなをほっています。
「あはは。なんておもしいの 」。
あわてんぼうのくろうさぎにるりちゃんは，おおわらい。
そのつぎは，はぶとあおだいしょうのかけっこ。

「よーい，ギャー 」。
るりのあいずで，たくさんのはぶとあおだいしょうがすすみます。するすると，
すごいスピードではしります。
「どっちもがんばれ 」。

。 ， 。るりちゃんはおうえんします ゆうしょうは あおだいしょうのしょうこでした
しょうこはよろこんで，ぐるぐるダンスをおどりました。
「とってもおもしろいわ。たのしくてたのしくてたまらない 」。
るりちゃんは，だいまんぞくです。
「こんどはるりちゃんのばんだよ 」。
るりいはいいました。
るりちゃんは とくいなしまうたをうたうことにしました うたは いきゅん， 。 ，「

にゃかな です いきゅんにゃかな は おわかれのうた うたいながら るり」 。「 」 ， 。 ，
ちゃんは みんなとすごしたすてきなパーティのことをかんがえていました こ， 。「
のもりにすめたらいいな。いえでもしたし，ちょうどいいわ 」。
るりちゃんがいうと，それをきいたるりいが
「それはいけないよ。おかあさんがかなしむよ 」。
といいました。
「おかあさんは，かなしむかしら 」。
「るりちゃん，ぼくね，るりちゃんがうまれたときのことをしっているよ 」。
「えっ 」。
「おかあさんは，るりちゃんのことをとてもたいせつにしていたよ。びょういん
のまどからぼくをみて，るりかけすのはねのいろのようにすてきなこころをも
ってほしいから，るりというなまえをつけたってさ 」。

「そうだったんだ。しらなかった。わたしのなまえには，おかあさんのおもいが
。 ， 。 ， ，こめられていたのね るりい おしえてくれてありがとう やっぱり わたし

うちにもどらなくちゃ 」。
「そうだよね。でも，きっとまたあえるよ 」。
みんなにおくられて，るりちゃんはとびらのまえにたちました。そして，おわ

かれのあいさつをしました。
「みんなありがとう。たのしかったわ 」。
とびらをあけると，いつものこうえんでした。とびらをしめてあるこうとしたと
たん，ふりむくととびらはきえていました。
「また，あえるよね 」。
るりちゃんは，はしりだしました。
「おかあさんただいま。わたしのるりは，るりかけすのるり。すてきななまえを



ありがとう。るりってなまえだいすき。おかあさんもだいすき 」。
そのよる，るりちゃんは，るりいとあそぶゆめをみました。
またきっとあえるよ。


